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緒

従来パルプの三大成分の-Lつである所の, リグニン含有量とそのパルプより抄紙 した紙の強鹿 と

の関係は早 くより論議され,研究 も多く行われている｡

其の主なる報告の内容を二三紹介すると次の如 しである｡

H･F･LEWISandC･A.RICHAltDSONl)は亜硫酸法で得た, リ//-ノ含有率 22.2%′のスプル

ースパルプをクラフ ト法で帝び脱 リグニンし, 〟//-ン含有率 17.79/.I, 15.9,Oi, 12.7%,8.6%

の4硬のパルプを調製 し,それ等 より抄紙 した紙の強度 との関係を追求 し,フリーネス250C.C.の

叩解パルプでは,破裂強度,耐折蛙は リグニン含有量の多い程,小であるが,引裂度は 12.7/Odの

時盛大であったと報告 している,J 叉同報告 中 に引用した文献に-就 い て 見 る と, GEN土iERG and

HoUGHTON は未晒亜硫酸ノミルブの実験に於て,破裂強度ほはローエ佃 と共に増大 し,引 裂 強 度

はローエ佃 3.7-3.8,即ち リグニン含有率 2.0-2.5% 内外の時最大であ っ た と報 告 して い

る｡ 又 HA1-L は末猶 クラフトパルプの実験に於て, リグニン含有率 7.7% までほ,破裂蛙,抗張

力は リグ-/含有率の増大と共に増大するカ＼ 引裂蛙は5%の時巌大であったと報告 している｡又
JoHANSSONはスブル-スOjクラフトパルプに就てのローエ価9までの実験に於て,cSR45に於て

ほ,破裂度,抗張力は リグニン含有率7%程度の時最大に達し,引裂鹿は リグニン含有率が増大す

ると,多少減少すると報告 している｡

蒐大値が存在すると云 う点ではI-･L致 している｡

---･方,E.C.JAHNandC.V.HoLMBERG-')は多くの既往の報告を穂括 し,大低の既往の実験

結果は リグニンJjL女,))影響を観察するには不充分であ (), リ// -/以外の外o)成分の影響を考慮に

入れて居ないからた と云っている｡而 して要するに リグニン/を含有する繊維 より造った紙並に厚紙

･))強度と/:ルブの化学成分の囲係は偶 '<の化学 成分に関 しては明瞭でない()何故ならは ')ダニ://.
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ポ リウロナイ ド混合物,ベン トがン,セルローズ等の相互関係,並に結合状態或は混合状態等の凡

てに,紙の強度は関係されるからと結論 しているO

又一方, JAYME,G.andW ETTSTEIN,R3)はアスプルン ドパルプの塩素化に依って得た, I)ダ

ニン含有率の輿なる一一.連のフラクションを調製 し, .)ダニン含有率 4-6L%に於て,蜘宴の最大値

の存在する事を報告 しているが, 同氏の共役の研究J)-')では, I)ダニン含有率が小となる程,組の

凡ゆる梗難の強度は大となると云っている｡

以上の如 く,パ7t,プ中 の リグニン含有率と其のノエルプより抄紙 した紙の強度 との関係は,不明瞭

であるが,脱 リグ-/の方法に依って,其の結果が興って来る｡即ち繊維素,-ミセルローズ等に

大なる変化を与えない方法で脱 リグニンした場合は, リグ-/含有率の小なる程,紙の程度は増大

するれ 脱 リグニン二仁程 中に繊維素 -ミセルローズの崩壊が伴 う場合には, I)ダニ/含有率と緋の

強度との間係は一･走しない と考えられる○

著者等の第験に於ても,其の様な結果が得られる事は卿 こ発表 したO即ち潤射封ブナのクラフ ト

蒸解に於ては り//-ン含有率が 2-396の所に強鹿の最大かある事 ;̀),jT机′こ同じ)/ラフト法に於て

も針葉樹赤松に於てほ 1)グ-ン含有率 10%'内外の所に頻度の最大値のある事7)を既に報告 した｡

即ち脱 リグニンの方法のみならず,原料の輿なる場 合に於ても, リグニン含有率と蜘宴との関係

は-一足でない事を認め得る｡

本実験は,赤松の中性亜硫酸法に依って得たパルプより,亜塩素酸法に依って脱 リグニンし,脂

リグニンの程度を種 ノ々の程度に止めて得た,教程のパルプを調製 し,其の各々のパルプより,標準

法に依って抄紙 した試験紙葉の強度を追求 し,ノミ′しプ中の り}/-ン含有率と紙の酎 夏との関係を考

察したo其の結果を報告する｡

実 験 L/) 部

1 使用せるパルプ

兵庫県産赤桧 (PinusdensifloraSiel･eiZucc･)の樹令約 40年,檀径約17cm の材をチッ

プ状 となし,試験用圧力釜を用いて,F~用 瀬 硫酸 ソーダ法に依って 1700C 3時間蒸解 したる後,

適当な機械的処理によって繊維東状に分離 し,之れをビーター(恒こ於て短時間軽く叩解 してパルプ

状に分離 した ものを原試料 としたO

甘 幌 I)クエン処理

上述の方法に依って得たノミ′レイの絶乾貴に対 して亜塩素酸 ソーダの使用量を, 2-175/O/J'に亙 り

変せ化しめて脱 リグニン処理を行い, 11種の試料を得た｡ 処理条件は,パルプ濃度 4%′,酪酸添

加量 5C.C./1.温度 8O('C とし,各 適々当時間処理したる後,充分に水洗 して風乾 した｡荷処理条

件の詳細は,第1表に示されているれ 同表中試料番号 G8及び GlLを除いては,何れ も磁製ポ

ッ ト中にて堰 リグ-再起理を行った ものであ り, G8及び Gllの両者は有栓三角フラスコ中で,r

-]58--
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Table], YieldsofPtl】lJ(detigTliiicatiol-WithNaCIO･l)

ExperimentalCondition

NtcioT;
fCharged% ≡Conc.ヴ/;;

0

2.0

4.0

8.0

16.0

27.8

46.3

31.6

93.6

175.4

57.4

6

4

8

6

0

0

7

0

0

2

0

1

2

5

2

0

2

0

3

8

0

0

0

0

1

2

1

4

3

1

TempoC

3±

〃

ル

ル

ル

ル

ル

〃

08

Timemill.

30

60

90

20

ル

〝

〝

l

ForUJlbl
Pulp i)(;

78.5 1 100

76.4

75.5

74.2

71.1

67.4

63.8

61.4

〝 59.0

〝 58.8

240 57.2

97.3

96.2

94.5

90.6

85.8

81.3

78.2

75.2

74.9

72.8

叉 Gll は覇塩素酸 ソーダを半旦 -/ソ2鞘 こ分けて使用 した もので,その処理時間は この 2t,EII'.の合

計である〇

打 叩 解

実験室用小型 ビーター (内 容 31.青銅製獣 由雄)1車にて,-,:'ルブ濃度 1.5_I,Ji内 外, ロ･-ル園と

承歯との間隔を約 0.5-1mm とし,水温約 15cc にてフ リービーテンクを'行った.叩解庭は シヨ

ツパ ー リーグラー叩解度 にて測定 し,脱 リグニンせる各種 の試料に就いて,低叩解鹿 (約 15cSR)

及び高叩解度 (約 55oSR)の二種難を得,英 国公走法に準 じて試験用経基を抄造 したC,

圭験結果と考察

亜塩素酸 ソーダに依る脱 リグニンは近来 大い

に研究 され,木材からホ ローL,ルローズの単雄や

パ ルプの漂白に活用 されつつあ り,多難の研究

報告がな されているが, Wiseq)に依れば,亜

塩素酸 ソーダによる塩素雄二は他の方法に比軒 し

て, り,//-ンに対し緩和なる反応を呈 し,-L･)レ

tz-ズを崩壊す る事は殆 ど無 く, 聴 最後 に残存

している少量の リグニンを完全 に除去する際 に

多少-ヒノレローズに崩壊が起 り,収貴が減少する

と言われている｡ 従って リグニン含有葦のみの

-- 159-
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変化による影響を追求せん とする本賓験の目的には,操作の輔単なる点からも,旋 盤の方法と考え

られるO

而 して賓際に脱 リグニン処理を行った結果 亜塩素酸 ソー-ダ添加量とパ ルプ収率 との関係は,鍋

1図に示す如 くであった｡即 ち,粥塩素酢 ソーーダ添加社が最紺の 2OO6′蓬は,収率は略/}<両紬鞘 こ

低下 しているれ それ以上に添加貴を増 しで行けば,曲線は除 -,{に緩やか となる｡

更に各収率に於て得 られた/;,レナの,化学成分葦の変化を検討す る為に第 2表を見れ ば, 収 率

Table2. 0,ioftheChemical componentsofvariollSPulp.

(delignifiedwithNac⊥0ヮ)

"Ii?1.3㌦ YU慧 ･For inPu.pL igniinn-U 瓜
Pulp "/," (]/;,

G 1 100 18.84

Gヒ 97.3 17.67

(;.i 96.2 1 14,67

G 1 94.5 12.ll

Gぅ 90.6 6.98

G,, 85.8 3.39

GT 81.3 2.08

(;S 78.2 1.56

G!) 75.2 1.22

G IO 74.9 0.62

G .. 72.8 0.23

PtllP (i,i

18.84

17.21

14.ll

ll.44

6.32

2.91

1.69

1.22

0.92

0.46

0.17

PemtOsaTl

誓 喜竺 二 軍 享i;A!

inPulp

ll.22 11.22

ll.08 10.79

10.96 10.53

9.98 9.43

10.65 9.62

10.44 8.96

10.96 8.91
■

ll.61 : 8.73

To talCellu一ose

jnPtllp inUnb l.
L)/,i Pulp 0,('

70.85 70.85

72.30 70.35

72.71 69.95

74.74 70.63
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81.06 69.55
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91.62 68.90
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72.8%のバルブの り//-ン含有発は, 本

陣 ノごルブに対 して0.17/I,)6であ り,殆 ど完

全に近 く脱 リグニンされた事が認められ

るO 又,ペ / トーTjご/及び企繊 維素は,

相当多量に粥塩素酸 ソーダを使用 した為

に,収率 75.%'附道に於て,夫 々2.4990/

及び 1.95!/)6'の減少 となって屠 り,伴か

ながら繊維素及びその他の- ミセルロ-

ズ三糖が,使 された桟に見受けられ る｡ 之

等 の関係を図示すれば,第 2因の如 くで

あ り, ))ダニン含有量は収率 9006/辺 り

までは甫線的 に急減するが,それ以後は

項こ率の王威,i;割合に対する リグニンの除其

率が緩慢 とな り,最後の296の残 存 リ グ

-/を略 々完全 に除去す る為には,収率
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を約 10Ofio'も低下せしめja(/fならない事を京 している｡ 硝 ))グ-ンに比較すれば,ベン ト-ザ ン 貴

び繊維素の損失量は前述の如 く僕かであ り,紙の弥壇Hこ対 しては,この程度の崩壊は他の因子の影

響力に支配されて,余 り大きな変化を与える原閃となる様には考えられない｡

以上の如き組成を持つ各硬のノこ′レ丁を,前述の条件にて叩解 し抄造 して得た紅 葉の強度試験の結

Table3. Re]at!orlOfPu一pStreugthaTldLig･u;nConteuts

"pou･lT?i:51gnntlenntsBTgtrienegBwaesiigshtTeiscsk -eturresnt諾岩BF:rc詰rsTter:snig?hBLreenagktihng Stretch Tearing TearStrengthFacto r
___19_RL g/m 2 1/100mnlkg/cm2 kg/15mm km 9,,I, g

18.84 12.0 81.32

17.21 14.0 74.07

14.11 18.0 66.77

6.33 16.0 62.69

1.22 13.5 72.95

0.92 14.0 70.48

0.46 1G.0 75.85

0.17 16.0 88.78

36 1.95

34 1.46

19 2.81

10 3.39

23 2.98

21 3.38

22 4.ll

21 .i18

GIF51 18･84 51･5 68･69
1

G?:oS日 夏:;王 ≡94'.Oo …34:三26

GIFji ll･44 4610 63･24
G.-,F訂 6.33 55.0 71.96

;

T･

G

G ミ･ I::. 二 二 二二

G｡F.ぅj 0.92 57.0 71.28

2.40 2.07

1.97 2.04

4.21 4.42

5.41 4.98

4.09 3.88

4.79 4.37

5.42 4.75

1.07 2.48 128.1 157.4

],84 t.88 119.4 161.1

4.41 1.37 125.0 187.2

5.30 1.62 142.9 228.1

3.55 1.96 179.2 245.6

4.13 2.95 194.1 275.3

4.17 1.38 194.7 255.6

5.83 6.44 4.8∠1 2.30 275.2 309.9

15 3.78

9 4.17

7 4.06

7 3.96

6 5.81

5 5.41

5 6.67

4 7.49

3

7

1

0

4

6

1

6

6

3

4

4

4

9

1

9

1

1

1

1

1

1

2

2

00

25

87

32

13

69

65

0

6

7

6

6

8

7

《
U
9

28

肝

51

00

78

56

24

2

6

8

6

6

8

7

9

0ll

50

70

42

26

肝

26

36

5

5

5

にU
6

8

8

9

0ヽ■⊥

81.9 128.1

83.4 112.4

86.3 136.6

84.9 134.2

106.9 147.3

113.6 172.7

132.0 185.5

146.1 204.8

兼は,第3表に云されている｡ 低叩解度即ち 15〇

SR附近のものに就てほ,第 3 図 より明らかなる

如 く,脱 リグニンが進むにつれて,比破裂度, 断

裂長及び比引裂度は増大するが,前二者は リグニ

ン含有量 7-8%以下では著 しい変化がなく, 莱
干減少の傾向が見られる｡ 之に反して,比引裂鹿

は リグニン含有葦8%以下に於ても荷 増大 し,姑

に 2-3L好 以下の少最の残春 リグニン0_)除去に依

って急激に上昇 し, リグニンを殆 ど含まざる試料

が,最 も高い引裂強度を示している｡

一万, 55DR 附近に叩解 した各試料の,強度試

験結果を図示した第 4図に依れば,比破裂度及び

裂長は,前図 と興 り,明らかに リグニン合有薫の

減少に伴って上昇 している｡ この事は,充分に叩

-161-
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F転.I,1. RelationbetweellPulpstrength

andIJgnillCl)llte71tO(atLSli50)
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解 した場合, I)y- :,の除去による純経の柔軟

性叛び膨潤性の向上,狂って純経の可塑性或い

はフイブリレーション等に対する影響力れ 動

く現れた為であ り,静 連のLrll解の進んでいない

場 斜ま,その影響力が,或る限度以上に寮揮す

るに至らなかった為に, リグニン含葦8%以下

に磨ける強敵 ヒ昇が認められなかったと理解す

る事が批来る｡比引裂度は大体前図 と同様な仰

向を示し, リグニン舎葦4!粧 U円こ~於ける増 加

カ∵著しい｡

以上の貨験結果より,パルプ申 こ含まれる リ

グニン以外の成 分を覗わざる様に, りグ-ンを

取去るならば, ･)//-ン合有紫の少い/ミルブ程,

叩酪 抄造せる紙の破裂酬 夏,引 脹酢 夏及び引

獅 渡 の何れに於ても,緋 引力服 しする事力舶 倫づけちれる(,,カニ,この事封 土,村酢 ′しソよtl梱

動 こ捕 り′クエンを行えば, その晒ノミルブの強度は, 末晒 原料 の中腰 より増大する事 を 認 め た,

JAYME 代等の結果γ とも良 く-･致 している(〕

∴ル '申ハリ//ここンか減/い,3-机 二在って,紙加 ‖-∵昇する原関に就いて考察すると, )̀クエ:,を

多_i;,-_IIこ細 りこ′Ljは,比帖 ′凋いくて柔酬 卜か少く,曲 こノJくに対する膨潤性 も低い事であるO舶 冊

如く, り//-ンはセ′レローズ叉は-i-L,/しロースと或る程 度結合 して,純維紺 r'kの外表面をな Lて

那 ),この為に極めて親水性の強い- ミヤ ′しロ-ズの膨潤性を抑 ナていると考えられるo 従って之

を叩解 した場 合忙於ても,ブイブ リL/-シヨ1,か充分に行われ難 く, 且っ5t, り''-ンの11T:在の為

に繊維の可塑件が充分に准県せず,所謂絡合性か劣るのである｡〕

廿 卜の如 き樹軸こ依って, リ〃エソ含有耳,7{_の多いノ:′レブ程,抄造された紙の強度が低 く,肘･L)ク

ニパこ依って之等の諸刷司力潮 玲かれるならば,その程度に応 じて斬 欠紙力カリ二昇 して'11-Lく刷 i当

然 と考えられる｡然 しながら封郡 瞳 として,完全漂日を打った場 合,抑 如 1;著 しく低 下 す る の

は ,LL,'レローズの崩壊を掛 ナ得ない為であ i), このノ･欄 塩素酸 ソー′}/に依る脱 リグニンは,潮岬 条

件を考慮Lなければ最 も〕昭 伸 と認める事が出来,7,:,

紘 一情

Ll)中性肘棚を法によって得た一 アカてツのセ ミケミIJ,,しノ:ル-j'を用いて,パノしゾ 申 の り-//ユニ:-,

合 有黄 と紙力 との関係に就いて風鈴した ｡

砂 原試料 よl:欄 塩素酸 ソーダに依って, ･)グ-ン含榊 拘 18･84tJも'か ら 0117/OJi;に亘る,u

轡の興るノごルナか作成 したっ之等の冬試料の リグ-:,l里 トの化学成分の脚 亡は怪かでLS,/)仁､
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(3) 各種のノ:ルゾよ[)叩解,抄造せる純真の強度試験の結果,引裂強度は,叩解鹿の如何に拘 ら

ず, リ//-ン含有葦の減/机こ伴い増大 し,,殆ど完傘に脱 リグ-ンせるパルプが, 最高の程度を示し

た 〇

(4-) 破裂新鹿及び引張強度に就いては,叩解度 55GSR 附迫に叩解 した ものは,引裂強度 と同じ

く, リ///-ンの減少に伴い増加するが,叩解蛙 15cSR 附迫のものは, I)グ-i,含有量8%以下に

脱 リグニンを進めても掛宴は増加せず,一･定価を保持する事を読した｡

(T,) 以上の結果より, 亜塩素酸 ソーダによる脱 リグニンは,殆 どセルロ-ズを崩壊する事なく行

われ,ノご′しプの柔L附 'f:.と膨潤性を増大卑しめ,最小の リグニン含有量を祷っパルプが,最大a:)酎 変

を-lI-1える事を確認 した｡

Resulll(き

1) Using thesemichemicalpulpofPinusden,sifloraSieb.eiZucc.(Akamatsu)

Obtainedbytheneutralsulphitemethod,weinvestigatedtherelationbetween thelignin

c()ntentinpulpandthepaperstreng[h.

2) Elevenvariedsamplescontaining 0.17-18.84% oflignin werepreptZredby the

delignificationwithsodium chlorite.Theloss()fchemicalcomponentsotherthanlignin

was()bserveds一ightly.

3) Astheresults｡ftheexalllillatioll()fthepaperstI･ength,itwasfound thattlle

tearingstrengthincreasedwiththedecreaeoflignincont(きntatanybeatingdegree.

4) Abouttheburstingandtensilestrengths,theyincreasedwiththedecreaseoflignin

contentat55LISR,buttheydidnotincreaseat15｡'SR even ifdelignified under89,.Iill

1ignincontent.

5) Frolntheseresults,itwasconfirmedthatthedeljgnificationbysodium chlorite

didno[causethedegradati()∩ofcellul()seandimpr()Vedthesofteningandswellingproperties

ofthepulp,andfarthern10re,thepulpcontainedtheleastligninshowedthehighestvalue

ofthestl･ength.
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